
樹木点検アプリの導入と拡張 －公園維持管理業務の DX 化の試み－ 
 

 
１．はじめに 
 公園の維持管理業務は範囲が広い。樹木をはじめとして園路 ・広場、遊具、トイレ、休憩施設などの様々

な施設について常に安全を確認し、利用者が快適に過ごせるように気を配る必要がある。一方で、毎回行う

定型業務は、ともすれば非効率で無駄なルーチンの繰り返しに陥る恐れがある。 

東京都公園協会では、公園樹木の安全管理の取組みとして、「樹木点検」という手法を採用しているが、

そこでも作業の非効率性が課題となっていた。それを改善するための試みとして、2023 年度より、スマート

フォン用の新たなアプリケーションソフトウェア 「樹木点検アプリ」の開発に着手し、2024 年度より運用を

開始した。ここでは、アプリの導入とその成果、拡張について紹介する。 
 
２．東京都公園協会の樹木点検 

「樹木点検」は、公園の膨大な数の樹木の安全を確保するための仕組みであり、樹木医による樹木診断の

前段階として行われる。樹木医による研修を受講し、樹木に関する

知識を習得した 「樹木点検員」を各公園に配置し、異常が疑われる

樹木を「点検木」として選択し、年 4 回の点検を行うものである。 

具体的な点検作業としては、目視や木槌による打音の確認などを

実施し、異常や変化について手書きの記録や写真撮影を行う。点検

終了後、各点検員は公園の管理事務所等に戻って所定のエクセルシ

ートの書式を用い、データ入力、写真の画像データの貼付け、点検

木の一覧表や位置図の作成等を行う必要があった。(図－1)  

点検結果をパソコンで入力するには、概ね園内を点検するのと同

程度の時間が必要である。公園協会が管理している全 62 公園等に

おける年 4 回の点検は、膨大な作業量となってしまうのが大きな課

題であった。 

 
３．樹木点検アプリの導入 

作業の効率化のためには IT 化が不可欠である。公園管理・樹木管理のソフトウェアは既にあるが、樹木

点検の特殊な業務形態に対応するには、カスタマイズに多大なコストがかかることが想定された。また、既

存のソフトウェアでは、パソコン操作に精通していることが不可欠なものもあり、それも IT 化を進めづら

い一因となっていた。しかし、近年はスマートフォンの普及が進み、その操作スキルはごく一般的なものに

なっている。カメラ機能、GPS 機能を活用すれば、スマートフォンだけで点検から入力までの操作を完結さ

せることができる。データをクラウド上に格納すれば、必要に応じてパソコンで編集や出力もできる。業務

の質を保ちながら、効率を向上させるような独自のアプリの開発が可能と思われた。 

実際のアプリの開発にあたっては、操作がシンプルになること、また従前の業務と違和感がないような画

面構成を心掛けた。スマートフォンの画面では表示が縦に長くなるが、パソコンでは従前と同様の様式を出

図－1 樹木点検票書式 



力することができる。(図－2、図－3) 
また、今までは個別に入

力する必要があった樹木の

一覧表やマップは、点検票

の入力だけでアプリ内で自

動的に作成されるようにし

た。マップは、スマートフォ

ンの地図アプリとして一般

的な Google Map をプラット

フォームとして用いること

で、拡大や移動も自由に行

うことができ、わかりやすい操作とすることが可能となった。点検木は、巨樹・名木などの種別により、マ

ップ上で色の違うアイコンで表示し、タッチすることにより点検票が表示されるようにした。Google Map の

機能を用い、航空写真の表示や、ストリートビューで過去の樹木の状況を確認することもできる。(図－4) 

パソコンによるデータ入力の作業が不要になったことで、全 62 公園等で 1 回の樹木点検で 3 日かかって

いた作業が 1.5 日で終わるとすれば、62 公園×4 回×1.5 人=372 人分の作業が削減されることとなり、その

時間は維持管理業務全体の品質向上に充てることができる。 

なお、この樹木点検アプリは 2024 年 8 月に特許出願を行い、2025 年 3 月に特許登録済となっている。 

 
４．アプリの拡張と展開 

公園の維持管理業務においては、樹木点検に限らず多種多様な園内の調査が必要である。枯枝調査、マツ

枯れ調査、ナラ枯れ調査などの各種樹木調査や、園内灯やベンチなどの施設調査は日常的に行われている。

それぞれの調査は、ほとんどが位置情報と写真及び、いくつかの入力項目の組み合わせによって構成されて

いるものであり、樹木点検アプリを拡張することで、こうした各種調査へ応用できると考えている。これら

の調査では、異なる調査・点検で同じ樹木や施設を入力することがあるが、各種調査の間で位置情報を共有

することで、データの参照、再利用が可能になる。また、個別に記録されて、担当者が変われば失われがち

なデータを蓄積することで、樹木や施設を時間軸の中でとらえることも可能になる。単なる IT 化にとどま

らない、公園維持管理業務の DX 化につなげていけるものと考えている。 

さらに考えられるのは、アプリの外部への展開である。アプリを活用した市民参加の樹木調査、また他自

治体へのアプリの公開なども考えられる。幅広い利用者の利便性の向上に資するものとしていきたい。 

図－2 樹木点検アプリスマートフォン画面 

図－4 Google Mapによるマップと航空写真の表示、ストリートビューの事例 (日比谷公園と首賭けイチョウ) 

図－3 アプリによる点検票出力 


